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教会の祈り  死者 
 

 
 

初めの祈り 
（口に十字架のしるしをつけながら） 
司 神よ、わたしの口を開いてください。 

答 わたし あなたに賛美をささげます。 

詩編交唱 
毎日、「きょう」と言われる間に、 

互いに励まし合おう（へブライ 3・13） 
先 神をたたえよう。神が息を送られると、 

すべてはあなたになる。 
 ◎ 神をたたえよう。神が息を送られると、 

すべてはあなたになる。 



2 

 

詩編 95 神の賛美への招き 
先 神に向かって喜び歌い、 

救いの岩に声をあげよう。 
感謝に満ちて み前に進み、 

楽の音
ね
に合わせ神をたたえよう。 

◎ 神をたたえよう。神が息を送られると、 
すべてはあなたになる。 

先 主は力ある神、 
すべての神々にまさる偉大な王。 
地の深みには神の手が及び、 
山の頂きには その力が臨む。 

◎ 神をたたえよう。神が息を送られると、 
すべてはあなたになる。 

先 海は神のもの、神に造られたもの。 
陸も神のもの、神に形造られたもの。 
身を低くして伏し拝もう、 
わたしたちを造られた神の前に。 
神は、わたしたちの神。 
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わたしたちは神の民、その牧場の羊。 
◎ 神をたたえよう。神が息を送られると、 

すべてはあなたになる。 
先 きょう、神の声を聞くなら、 

メリバのあの日のように、 
マッサの荒れ野の時のように、 
神に心を閉じてはならない。 

 「あのとき、あなたがたの先祖たちは、 
わたしのわざを見ていながら、 
わたしをためし、試みた。 

◎ 神をたたえよう。神が息を送られると、 
すべてはあなたになる。 

先 四十年の間、わたしを悩ませた世代に、 
わたしは憤って言った。 
『かれらは心の迷った者、わたしの道を知らぬ民。 
かれらは安息の地に はいれない。』」 

◎ 神をたたえよう。神が息を送られると、 
すべてはあなたになる。 
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先 栄光は父と子と聖霊に。 
初めのように 今も いつも世々に。アーメン。 

◎ 神をたたえよう。神が息を送られると、 
すべてはあなたになる。 

 
朝の祈り 

賛 歌 
○ いつくしみ深き 友なるイエスは、 

罪とが憂いを 取り去りたもう。 
こころの嘆きを 包まず述べて、 

などかは下
おろ
さぬ、負える重荷を。 

● いつくしみ深き 友なるイエスは、 
われらの弱きを 知りて憐れむ。 
悩みかなしみに 沈めるときも、 
祈りにこたえて 慰めたまわん。 

○ いつくしみ深き 友なるイエスは、 
かわらぬ愛もて 導きたもう。 
世の友われらを 棄て去るときも、 
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祈りにこたえて 労
いたわ

りたまわん。 

詩編唱和 
第一唱和 詩編 51 悔い改める心 
先 打ち砕かれた わたしを、 

また喜びで満たしてください。 
○ 神よ、いつくしみ深く わたしを顧み、 

豊かなあわれみによって 
わたしのとがを ゆるしてください。 

悪に染まった わたしを洗い、 
罪深い わたしを清めてください。 

● わたしは自分のあやまちを認め、 
罪は わたしの目の前にある。 
わたしは あなたに罪を犯し、 
悪を行ない、あなたにそむいた。 
あなたが わたしを さばかれるとき、 

   そのさばきは いつも正しい。 
○ わたしは生まれた日から悪に沈み、 

母の胎に宿った時から罪に汚れていた。 
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あなたは まごころを喜び、 
わたしの心の深みに知恵を授けられる。 

● ヒソプで水をふり注ぎ、 
わたしの罪を取り去って、 
わたしを洗い清めてください。 
雪より白くなるように。 

○ わたしに喜びと楽しみの声を返し、 
うち砕かれた わたしを、 
また喜びで満たしてください。 

   わたしの罪を見つめず、 
犯した悪を すべて ぬぐいさってください。 

● 神よ、わたしのうちに きよい心を造り、 
あなたの いぶきで わたしを強め、 
新たにしてください。 

あなたのもとから わたしを退けず、 
あなたの聖なるいぶきを取り去らないでください。 

○ 救いの喜びを わたしに返し、 
あなたの いぶきを送って、 
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喜び仕える心をささえてください。 
わたしは あなたの道を教えよう、 
罪びとが あなたのもとに帰るように。 

● 神よ、あなたは わたしの救い。  
死の嘆きから わたしを助け出し、 

あなたの正義を歌わせてください。 
主よ、わたしの口を開いてください。 
わたしは あなたに賛美をささげる。 

○ あなたは いけにえを望まれず、 
はんさいを ささげても喜ばれない。 
神よ、わたしのささげものは砕かれた心。 
あなたは悔い改める心を見捨てられない。 

● み旨のままにシオンを恵みで潤し、 
エルサレムの城壁を新たにしてください。 
その時、あなたは 正しいささげものをみな喜ばれ、 
わたしたちは あなたの祭壇で仕えるようになる。 

○ 栄光は父と子と聖霊に。 
◎ 初めのように 今も いつも世々に。アーメン。 



8 

 

第二唱和 旧約の歌（イザヤ 38・10-14 17-20） 
先 神の家で琴をかなでよう。 

神は、わたしを救ってくださる。 
● わたしは生涯の半ばで、死の国の門に  はいる。 

残された年月は もう失われた。 
わたしは生きている人々の国で神を見ない。 
死の国に住む者とともに、ふたたび人を見ることはない。 

○ わたしのすまいは牧者の天幕のように ひき抜かれ、 
わたしから取り去られた。 
わたしのいのちは織物のように巻かれ、 
たて糸は断ち切られた。 

● 昼も夜も わたしは全く捨ておかれ、 
わたしは朝まで叫び続けた。 
わたしの骨はみな ししに砕かれたようになり、 
つばめのように泣き、はとのように、うめく。 
わたしの目は、上を仰いで涙を流す。 
神よ、苦しんでいる わたしを ささえてください。 

○ あなたは わたしのいのちを滅びの穴から救い、 
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すべての罪を あなたのうしろに投げ捨てられた。 
死の国は あなたをたたえず、死は あなたを賛美しない。 
墓に下る者は、あなたのまことを待ち望めない。 

● きょう わたしが あなたをたたえるように、 
生きている者、生きている者だけが、 
神よ、あなたをたたえる。 
父は子に あなたのまことを伝える。 

○ 神は、わたしを救ってくださる。 
わたしたちは生きている限り、神の家で琴をかなでよう。 

 栄光は父と子と聖霊に。 
 初めのように 今も いつも世々に。アーメン。 

第三唱和 詩編 146 造り主、救い主である神への賛美 
先 いのちのある限り神をたたえ、わたしは生涯神をほめ歌う。 
○ 心を尽くして神をたたえよ。 

いのちある限り神をたたえ、 
わたしは生涯神をほめ歌う。 
人の力に頼ってはならない。 

人には救う力がない。 
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人は息絶えて土に帰り、 
その日、すべての企ては むなしくなる。 

● ヤコブの神を助けとし、 
神に希望をかける人はしあわせ。 
神は天と地を造り、 
海とそこにある すべてのものを形造られた。 

○ 神は とこしえに まことを示し、 
貧しい人のために さばきを行ない、 
飢えかわく人に かてを恵み、 
とらわれびとを解放される。 

● 神は見えない人の目を開き、 
  いやしめられている人を高め、 

従う人を愛される。 
神は他国から来ている人を守り、 
身寄りのない子どもと やもめをささえ、 
逆らう者の企てを砕かれる。 

○ 神は とこしえに治められる。 
シオンの神は世々に。 
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栄光は父と子と聖霊に。 
◎ 初めのように 今も いつも世々に。アーメン。 
 

神のことば          （Ｉテサロニケ４・14） 
わたしたちは、イエスが死んで、復活させられたことを信じ
ている。また、イエスを信じて眠りについた人々を、神が同
じようにしてくださることを信じている。 
 

答 唱          （詩編 89・18 34 参照） 
先 神よ、あなたは わたしたちの力と栄光、 

答  その恵みで わたしたちは高く上げられる。 

先 神のいつくしみは絶えることがなく、まことは変わるこ
とがない。 
答  その恵みで わたしたちは高く上げられる。 

先 栄光は父と子と聖霊に。 

答  神よ、あなたは わたしたちの力と栄光、その恵みで わ
たしたちは高く上げられる。 
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福音の歌 
交唱 わたしは復活であり、いのちである。わたしを信じる
者は死んでも生きる。わたしを信じて生きる者は永遠に死ぬ
ことはない。 

ザカリヤの歌 
○ 神をほめたたえよ、イスラエルの神を。 

神は民を訪れて あがない、 
わたしたちのために力強い救い主を、 
しもベダビデの家に立てられた。 

● 神は昔、預言者によって語られたように、 
わたしたちに逆らう者、 
うらみをいだく者の手から、 

わたしたちを救い、祖先をあわれみ、 
とうとい契約を心に留められた。 

○ 神は先祖アブラハムに約束されたとおり、 
逆らう者から わたしたちを救われた。 
生涯を きよく正しく平和に送り、 
神に仕えることができるように。 
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● 幼な子よ、おまえも神の預言者と呼ばれ、 
主の前を歩み、その道をととのえ、 
罪のゆるしによる救いを その民に知らせる。 
すべては神のあわれみのこころによる。 

○ 神の深いあわれみにより、 
夜明けの太陽は わたしたちに臨み、 
やみと死の陰にある人を照らし、 
わたしたちの歩みを平和に導く。 

● 栄光は父と子と聖霊に。 
初めのように 今も いつも世々に。アーメン。 

交唱 わたしは復活であり、いのちである。わたしを信じる
者は死んでも生きる。わたしを信じて生きる者は永遠に死ぬ
ことはない。 
 

共同祈願 
司 ご自分の死によって死を滅ぼし、すべての人を復活のいの
ちに招かれる主イエスに信頼して祈りましょう。④ 

（次の意向の中から適当なものを選ぶ） 
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先 主イエス・キリスト、すべての死者をあなたのいつくし
みにゆだねます。あなたの十字架によって あがなわれた
人々を父の家に導いてください。 
答 主は わたしたちに いのちを与え、 

父のもとに導いてくださる。 
先 死の苦しみを通して あなたの受難にあずかった人が、ま
た復活の栄光にもあずかるものとなりますように。 
答 主は わたしたちに いのちを与え、 

父のもとに導いてくださる。 
先 主よ、あなたは十字架につけられて回心した者に「きよ
う わたしとともに楽園にいる」と約束されました。あなた
のもとに召されたすべての人を永遠のいのちに迎えてくださ
い。 
答 主は わたしたちに いのちを与え、 

父のもとに導いてくださる。 
先 十字架のもとで苦しみをともにされた聖母の祈りを聞き
入れ、世を去ったすべての人を約束された あなたの国に迎
えてください。 
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答 主は わたしたちに いのちを与え、 
父のもとに導いてくださる。 

先 主よ、あなたにすべてをゆだねて眠りについた死者が、
信じるすべての人とともに復活し、永遠の喜びを味わうこと
ができますように。 
答 主は わたしたちに いのちを与え、 

父のもとに導いてくださる。 
先 この世を去った わたしたちの家族、兄弟、親族、友人、
恩人に心を留めてください。みことばを信じる者の喜びにあ
ずかり、終わりなく あなたをたたえることができますよう
に。 
答 主は わたしたちに いのちを与え、 

父のもとに導いてくださる。 
 

主の祈り 
天におられるわたしたちの父よ、み名が聖とされますように。 
み国が来ますように。 
みこころが天に行われるとおり地にも行われますように。 
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わたしたちの日ごとの糧を今日も お与えください。 
わたしたちの罪をおゆるしください。わたしたちも人をゆる
します。 
わたしたちを誘惑におちいらせず、悪からお救いください。 
 

結びの祈願 
司 祈りましょう。 
人類の救いを喜び、罪びとをゆるされる神よ、いつくしみを
もって わたしたちの祈りを聞き入れてください。この世を
去った わたしたちの家族、兄弟、親族、友人、恩人が、聖
母マリアとすべての聖人の取り次ぎに助けられ、終わること
のないしあわせにあずかることができますように。 わたし
たちの主イエス・キリストによって。 
答 アーメン。 
 

結 び 
先 賛美と感謝のうちに 

答 アーメン。 


